
アルゴリズムのしくみと、主要言語での書き方が、
やさしくわかる！
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ょう。

第  章 いろいろなプログラミング言語
   世の中にはいろいろなプログラミング言

語があります。それぞれの言語の特徴、
用途、動作環境、誕生時期、開発者、
名前の由来などについて解説します。

第  章 データ構造とアルゴリズムの基本
   アルゴリズムの基本について知りましょ

う。アルゴリズムの組み立て方や、書き
方、データの使い方について解説します。

第  章 簡単なアルゴリズム
   基本となるアルゴリズムを知りましょう。

いろいろなプログラミング言語で、どの
ように記述するかも紹介します。

第  章 サーチアルゴリズム
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はじめに

この本は、「必ずアルゴリズムの意味がわかるようになる、アルゴリズムの入門
書」です。

みなさんの中で「アルゴリズム」と聞くと「なんだか難しくて、めんどくさい」と
感じる人は多いのではないでしょうか。もしも、そんな風に苦手に思っていると
したら、それはもったいないことです。

「アルゴリズム」とはズバリ、『問題を解決するための考え方』です。それは、コ
ンピュータの中だけの特別なことではありません。みなさんの日常生活の中で
も、よく行われていることです。問題をちゃんと解決するときは、「問題を整理し
て、何をどんな風にすれば、欲しい結果が得られるのか」に注目することが重
要です。これが「アルゴリズム」なのです。

この本では、コンピュータのアルゴリズムを通して「問題を解決する考え方」を
体験していきます。
・このアルゴリズムは、どんな考え方で問題を解こうとしているのか？
・この手順は、何をしようとしているのか？
など、「アルゴリズムの意味」に注目して、イラストや図を使って解説していきま
す。

難しそうに思えるアルゴリズムでも「意味」がわかれば、「なあんだ、こういうこ
とだったのか」と気持ちよく納得できることでしょう。
苦手だと思っていた「アルゴリズム」を、ぜひ「問題解決をするときの道具」と
して、あなたの武器に加えましょう。

とはいえ、頭の中で「意味が理解できただけ」では、手ごたえがないので、す
ぐ忘れてしまいそうな気がします。そこでこの本では、実際に８種類のプログラ
ミング言語を使ってプログラムを用意しました。あなたの使っているプログラミ
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ング言語を使って、実行してみましょう。「理解した意味の通りにアルゴリズム
が動くこと」を試して、実感してください。

この「８種類」というのは「よく目にするプログラミング言語だろう」と思って選
んだ言語です。この言語こそが重要だとか、知っていると偉い言語だなどという
わけではありません。もしもあなたが使っている言語がなかったらごめんなさ
いね。

Webサイト開発で使われる言語として、JavaScriptと、PHP。ハードウェアの
開発で使われる言語として、C。スマホアプリの開発で使われる言語として、
Swiftと、Java。機械学習やディープラーニングで使われる言語として、Python。
そして、最近流行ってきている子供向けプログラミング教育で使われる言語とし
て、Scratchと、BASIC、の8種類のプログラミング言語です。

こうやって「同じアルゴリズムのプログラム」を、8種類のプログラミング言語
で並べていると面白いことがわかってきます。

「多くのプログラミング言語には共通点があるのだなあ」とか、「この言語には、
こんな特長があるんだ」と気づく部分もあります。
もしみなさんが他のプログラミング言語を知りたいと思っているなら、この言語
間の「共通点」や「違い」が見えてくると、言語を理解するハードルがぐっと下
がりますよ。

さあ、「アルゴリズムの意味」と「プログラミング言語」について学んでいきま
しょう。

最後に、この本を書くにあたってご協力くださった福嶋 伸之さん、吉田研一さ
ん、寺園聖文さん、そしてイラストを描いてくださったまつむらまきおさん、あり
がとうございました。

2016年10月
森 巧尚
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アルゴリズムってなんでしょう。
プログラムとアルゴリズムの違いってなんでしょう。
アルゴリズムと人間との関係を知りましょう。

1.1　アルゴリズムってなに？
1.2　プログラムとアルゴリズムの違い
1.3　アルゴリズムを考えよう
1.4　いろいろなアルゴリズム
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アルゴリズムとは？

「プログラミング言語」はだいたい理解した、「開発環境の使い方」もだいたいわかった、なのにい
ざ自分でオリジナルのプログラムを作ろうとするとつまずいてしまった、という経験のある人は多いの
ではないでしょうか。
その原因は「アルゴリズム」が見えていないことかもしれません。

「アルゴリズム」というと、抵抗を感じる人もいるのではないでしょうか。  
「複雑なコンピュータのしくみ」とか「数式を組み合わせて作った、難解なもの」といったイメージが
あるかもしれませんね。  
でも、実はアルゴリズムはもっとみなさんの身近なものなのです。
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　 アルゴリズムってなに？

「アルゴリズム」とは、ズバリ「問題の解き方」です。

みなさんが、何かの問題を解決したいとき、「どんな考え方で解決するか？」「どんな手順で具体的に
実行するか？」などと考えますよね。
これです。この、問題を解決するための「考え方と手順」が「アルゴリズム」なのです。

ですから、「アルゴリズム（問題の解き方）」がわからなければ、いざ自分でプログラムを作ろうと思っ
ても、プログラムはうまく作れないのです。

技術書ではよく、アルゴリズムは「数式」で書かれています。
しかし、アルゴリズムは「日本語」でも書けます。「書いた通りに実行して問題が解決できる」のであ
れば、それはれっきとしたアルゴリズムです。
また書き方は、数式や文章だけではありません。「フローチャート」という図式で描く書き方もありま
す。  

アルゴリズムは、自分に合った方法で形にすればいいのです。

では「アルゴリズム」とはどんなものなのか、見ていくことにしましょう。

アルゴリズム ＝ 問題の解き方
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コンピュータを使う目的とは？

みなさんのまわりには、いろいろなコンピュータがあります
ね。パソコンやスマホやゲーム機、家電の中に入っていた
りもします。
何のための使うのかは、人それぞれさまざまです。「デー
タを検索したい」とか「データを集計したい」といったデ
ータ処理だったり、「好きな曲を聴きたい」とか「ゲーム
で遊びたい」とか「3Dプリンタで立体物を作りたい」と
いったコンピュータのコントロールだったり。

ですが、もう少し大きな視点で見てみると、共通点が見え
てきます。それは、すべて「問題を解決するために」動か
しているということです。

「問題」というと大げさなので「人の欲求」と言い換えた
方がわかりやすいかも知れません。
「データを検索したい」「集計したい」「曲を聴きたい」「ゲームで遊びたい」「3Dプリンタで立体物を作
りたい」
これらはみんな人の欲求です。いろいろなコンピュータは、すべて「人の欲求を満たすために動いて
いる」のです。

コンピュータを使う目的 ＝ 問題を解決すること（人の欲求を満たすこと）
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　プログラムとアルゴリズムの違い

プログラムとは？

問題を解決するために、コンピュータを動かします。このときコンピュータは「プログラム」で動きま
す。「いろんな種類のプログラム」があるから、コンピュータは「いろいろなこと」ができるのです。

この「プログラム」とは、いったいなんでしょうか？
それは、「プログラム（program）」の語源を知ると少しわかります。
「program」とは、「pro（前もって）」という言葉と、「gram（書いたもの）」という２つの言葉ででき
た言葉です。つまり、プログラムとは「前もって、書いたもの」という意味なのです。

日常生活でも「プログラム」が使われることがあります。「コンサートのプログラム」とか「運動会の
プログラム」とか「ダイエットのプログラム」などいろいろありますね。
これらの「プログラム」にも同じ意味があります。それは「これからする予定が、前もって書かれてい
る」ということです。
コンピュータのプログラムも同じです。「これからコンピュータが行うことが、前もって書かれたもの」
です。決して、理解不能な呪文が並んだものなどではないのです。

プログラム ＝ 前もって、書いたもの

コンピュータのプログラム ＝ コンピュータが行うことを、前もって書いたもの
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アルゴリズムとは？

コンピュータは、プログラムに書かれた通りの命令
を実行して、問題を解決します。では「書かれた通
りに命令を実行するだけ」で、なぜ問題を解決で
きるのでしょうか？
もしも「ただ適当に命令が並んでいるだけのプログ
ラム」だったら、問題を解決することはできません。
ちゃんと問題が解けるように書かれているから、問
題が解けるのです。

つまり、プログラムで重要なのは「問題の解き方」です。
そして、この「問題の解き方」こそが「アルゴリズム」なのです。

しかし、初心者のうちはアルゴリズムというものを意識されることは少ないようです。ときには、「プロ
グラムはわかるけど、アルゴリズムって必要なの？」などと思われることもあるようです。

アルゴリズム ＝ 問題の解き方



007

BASIC

PHP

Java
Script

Python

Scratch

C

Java

Swift

　プログラムとアルゴリズムの違い

例えば、初心者向けのプログラミングの本などを見ると、アルゴリズムなんて考えなくても、プログラ
ムが作れてしまいます。ネット上でプログラムを見つけたら、コピー＆ペーストしても動くプログラムは
作れます。ですがそれは、用意されたアルゴリズムを書き写している状態であって、「問題の解き方」
を理解しているわけではありません。

コピー＆ペーストしたプログラムを改造しようとして一部分を書き換えたら、思ったように動かなくなっ
てしまったなんて経験はありませんか？　「アルゴリズム（問題の解き方）」がわかっていない状態では、
プログラムを作ろうとしても、うまくいかないことがあるのは当然です。

アルゴリズムとは問題を解く「考え」、プログラムとはそれを前もって書き表す「言葉」です。「考え」
と「言葉」の両方が正しく揃わないと、コンピュータは思った通りに動いてくれないのです。

プログラムを作ること ＝ アルゴリズムを考える ＋ プログラミング言語で記述する

プログラミングに
関する用語

プログラムに関するいろいろな言葉があります。ここで確認しておきましょう。

 プログラム　＝　コンピュータが行うことを前もって書いたもの
 アルゴリズム　＝　問題の解き方
 プログラミング　＝　プログラムを作ること（アルゴリズムを考えて、プログラムを記述すること）
 プログラマー　＝　プログラムを作る人（アルゴリズムを考えて、プログラムを記述する人）
 プログラミング言語　＝　プログラムを作るのに使う言語
 ソースコード　＝　人間が記述した状態のプログラム
 バイナリコード　＝　人間が記述したプログラムをコンピュータが実行できる状態にしたもの
 コーディング　＝　プログラムを記述すること
 コーダー　＝　プログラムを記述する人
 コンパイラ　＝　ソースコードをバイナリコードに変換するしくみ
 インタプリタ　＝　ソースコードをバイナリコードに変換しながら実行するしくみ
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それでは、「アルゴリズム」は、どのように考えればいいのでしょうか？
コンピュータの設計図なので、コンピュータみたいな頭脳を持った人間でないと作れないのでしょうか。

そうではありません。「アルゴリズムを考える」ということは、「問題の解き方を考える」ということです。
普通の人が日常生活の中で「問題解決をするのと同じこと」をすればいいのです。

問題は、整理して考える

「問題を解決する」にも、ぼんやりと考えていては考えがまとまりません。まずは、わかっている部分
をハッキリさせて、「整理していくこと」が重要です。
アルゴリズムを考えるときも同じです。いきなりアルゴリズムを考えるのではなく、まずわかっている部
分をハッキリさせて整理していきましょう。
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　アルゴリズムを考えよう

アルゴリズムを考えるときに重要なのは、
１）目的
２）現状
３）結果
の３つをハッキリさせることです。

１）目的
まずは「何が目的なのか」をハッキリさせることが重要です。
当たり前のことのように思えますが、なんとなくハッキリさせないままプログラミングを始めてしまうこ
とはありがちです。
ここをハッキリさせずに作ってしまい、目的がブレてしまうと、「使えないプログラム」になってしまいま
す。

２）現状
「現状がどうなっているか」を把握することも大事です。
どういう状態かわからないままでは、解決のしようがありません。
どんなデータがあるのか、どういう前提条件があって解決しようとするものなのか、をハッキリさせま
す。
コンピュータではこれを、「インプット」といいます。

３）結果
「どんな結果が欲しいのか」をハッキリさせます。
値が一つ出力されればいいのか、たくさんのデータとして出力するのか、絵やアニメーションとして表
現されるべきなのか、結果といってもいろいろな形態があります。
コンピュータではこれを、「アウトプット」といいます。
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これら「目的」「現状」「結果」をハッキリさせることで、考えなければならない部分がしぼられます。

「現状（インプット）」から、何をどうすれば、「求める結果（アウトプット）」になるのか、という部分に
注目して考えることができるようになります。

 
 

ライブラリは「先人の知恵」

問題を整理できたら、いよいよ「アルゴリズム（問題の解き方）」を考えます。
ですが、最初から自分で「アルゴリズム」を考えるのは、簡単なことではありません。難しいときは、
他の人が作った「アルゴリズム」を利用しましょう。

人間が生きているうちに出会う問題には、似たようなものがたくさんあります。そして、すでに昔の人
たちも同じような問題を解決して乗り越えてきました。
その「昔の人たちが作った問題を解決する方法」のことを「先人の知恵」と言います。

囲碁や将棋で定番の問題を解決する方法を「定石」といったり、おいしい料理を作りたいという問
題を解決してくれる方法を「レシピ」といったりしますが、これらもみな「先人の知恵」です。

「目的」
↓

「現状（インプット）」
↓

「どう処理すれば、結果が得られるか？（アルゴリズム）」
↓

「結果（アウトプット）」
↓

「問題解決」



011

BASIC

PHP

Java
Script

Python

Scratch

C

Java

Swift

　アルゴリズムを考えよう

コンピュータのアルゴリズムでも、「先人の知恵」を借りる
方法があります。それが「ライブラリ」です。
これまで多くの先輩たちが、プログラムを作る上で同じ問
題に出会い、いろいろな方法で問題解決が行われました。
その中で、特に効率がよくて使いやすい「アルゴリズム」
をまとめたものが「ライブラリ」なのです。

ライブラリを使うときは、ぜひ作ってくれた先人たちに感謝
しましょう。

アルゴリズムを自分で作ろう！

しかし、ライブラリだけで、すべての問題を解決できるわけではありません。今までになかった「新し
い問題」や、個別案件などの「細かい問題」はライブラリだけでは対応できなません。自分でアルゴ
リズムを考えましょう。
このようなときは、「いろいろなアルゴリズムを理解していること」が重要になります。

複雑なアルゴリズムも、実は多くの場合「いろいろなアルゴリズムの組み合わせ」でできています。初
めて見ると、どうしてこんな難しいことが考えられるのだろうと感じますが、整理して見ていくと、アル
ゴリズムはいくつかのアルゴリズムを組み合わせてできていることがわかってきます。

例えば、ゲームの世界では「アイテムとアイテムを合成する」と新しいアイテムを作ることができます。
「強化されたアイテム」ができたり「新機能のアイテム」ができたりします。

アルゴリズムは、アルゴリズムの組み合わせで作ることができる
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同じように、アルゴリズムも組み合わせると、「強化されたアルゴリズム」ができたり「新機能のアル
ゴリズム」を作ることができるのです。
「アルゴリズムを組み合わせて、新しいアルゴリズムを作る」という知恵はうまく利用しましょう。
どのように組み合わせてアルゴリズムができるかについては、この本の後半で説明していきます。
また、必ずしも組み合わせる必要はありません。ある「アルゴリズムのしくみ」をヒントにして、別の
新しいアルゴリズムを考え出せる可能性もあります。

ぜひ、「いろいろなアルゴリズムのしくみ」を理解して、「アルゴリズムの本質」を身につけましょう。
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　いろいろなアルゴリズム

ソート（整列）アルゴリズム

「たくさんのデータを順番に並べたい」という問題を解決

するアルゴリズムです。

たくさんのデータを扱うときに、まず必要になる基本的

なアルゴリズムです。例えば、データベースのデータを

指定した順番で表示させたり、Excelでデータを整列さ

せたり、ファイルがたくさんあるときに日付順やサイズ順

で並べ直したり、いろいろなところで使われています。

サーチ（探索）アルゴリズム

「たくさんのデータの中から、目的のデータを見つけた

い」という問題を解決するアルゴリズムです。

これもたくさんのデータを扱うときに、必要になるアルゴ

リズムです。データを検索するといえばGoogleや

Yahoo!などの検索サイトが有名ですが、ここでもサーチ

アルゴリズムが使われています。

それでは、どんなアルゴリズムがあるのか、よく使われるアルゴリズムのダイジェストを見ていきましょ
う。
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経路探索アルゴリズム

「出発地点から到着地点へ、どの道が最短路なのか知

りたい」という問題を解決するアルゴリズムです。

これは「カーナビ」や「乗換案内」で利用されています。

所要時間が短い順、乗換回数が少ない順、料金が安い

順、など重み付けによって求める最短路を変えることが

できます。

データ圧縮アルゴリズム

「大きなデータは通信や保存が大変なので、一時的に小

さくしておきたい」という問題を解決するアルゴリズムで

す。

画像を圧縮させるJPEG圧縮や、ファイルサイズを小さ

くするためのZIP圧縮などがあります。圧縮したデータ

はそのままでは使えないので、解凍してから使います。

暗号化アルゴリズム

「データを他人に盗まれたり、変更されては困る」という

問題を解決するアルゴリズムです。

他人に読まれたり変更されたりできないような形式に変

換します。個人情報や企業情報のセキュリティに重要な

アルゴリズムです。

レイトレーシングアルゴリズム

「写真のようにリアルな3Dコンピュータグラフィックスを

描きたい」という問題を解決するアルゴリズムです。

光が物体に当たってどのように反射したり、通過したり、

屈折したりするかなどを考慮して描画を行うので、リア

ルで美しい画像を作れます。



第  章

世の中にはいろいろなプログラミング言語があります。
それぞれの言語の特徴、用途、動作環境、誕生時期、開発者、

名前の由来などについて解説します。

2.1　いろいろなプログラミング言語
2.2　JavaScript
2.3　PHP
2.4　C
2.5　Java

2.6　Swift
2.7　Python
2.8　BASIC
2.9　Scratch
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いろいろなプログラミング言語

それでは少し「プログラミング言語の種類」について目を向けてみましょう。
（プログラミング言語の種類のことは知っているよ、という人は第3章へ進んでもいいですよ。）

世の中にはプログラミング言語が、いろいろ存在しています。

いろいろあると勉強するのが大変なのでひとつに統一して欲しいように思えますが、どうしていろいろ
な言語があるのでしょうか。
それは、「使う目的」が違うからです。そして言語によって「得意な分野」に違いがあるからです。
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017　いろいろなプログラミング言語

事務処理の得意なプログラミング言語で面白いゲームを作るのは難しいですし、初心者向けのプロ
グラミング言語で高度な科学計算を行うのは無理があります。
いろいろなプログラミング言語があるのは、それぞれの目的のために専門化していったからなのです。

プログラミング言語年表
いろいろなプログラミング言語の誕生を、時代を追って見ていきましょう。
新しい目的ができることでプログラミング言語が生まれたり、逆にプログラミング言語が生まれること
で新たな世界が生まれてきました。

初期のコンピュータは大型コンピュータで、研究所や企業で使われていました。ですので、科学計
算向けにFORTRAN、人工知能向けにLISP、事務処理向けにCOBOLという言語がありました。
その後、初心者向けにBASIC、ハードウェアやOS向けにCができたことで、個人向けのパーソナ
ルコンピュータが登場しました。

パソコンが普及して個人が使い始めるようになると、さらに使いやすい言語が求められるようになりま
した。Mac向けにObjective-Cが生まれ、BASICはWindows向けにVisualBasicへ変わりました。
この他にも、数多くのプログラミング言語が生まれ、だんだん専門的で複雑化していきました。そこ
で、シンプルな言語でプログラミングができるようにとPythonができました。Pythonは最近注目を
集めていますが、こんな昔からあったんですね。

インターネットが一般化し始めると、インターネットに適した言語が登場してきました。サーバ向けに
JavaやPHP、Ruby、ブラウザ向けにJavaScriptやActionScriptなどができました。
その後、CはC++へと進化した後さらにC#へと進化しました。C#は、現在スマートフォンゲーム開
発で多く使われているUnityで使用されている言語です。

子供向けのプログラミング教育にも目が向けられるようになり、Scratchができました。
スマートフォンが普及しはじめると、iOSアプリを開発しやすくするためにSwiftができました。

このようにプログラミング言語は、新しい目的ができるたびに、それに適した言語が生まれてきたので
す。
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プログラミング言語実行環境マップ

「使う目的」によってプログラミング言語は変わりますが、それは「実行する場所の違い」にも影響
しています。プログラムはそれぞれ「最も適した場所」で実行されるのです。
JavaScriptはブラウザ向けの言語なので、パソコンのブラウザ上で動きます。
PHPはサーバ向けの言語なので、サーバの上で動きます。
CはハードウェアやOS向けの言語なので、組み込み機器やパソコンの上で動きます。
Javaは仮想マシンのあるいろいろなコンピュータで動くようにできた言語なので、組み込み機器やパ
ソコンや、サーバや、Androidの上で動きます。
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いただけましたか？

ここからはManatee
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1 2
豊富なイラストで「なぜ?」を解消! 
Javaの第一歩を踏み出そう

『スッキリわかるJava入門 第2版』は、Javaの基礎から初
学者には難しいとされるオブジェクト指向まで、膨らむ疑問
にしっかり対応しました。Javaプログラミングの「なぜ？」が
わかる解説と約300点の豊富なイラストで、楽しく・詳しく・
スッキリとマスターできる構成となっています。「なんとなく
Javaを使っているけれど、オブジェクト指向の理解には自
信がない」「学習の途中で挫折してしまった」という方にも
おススメです。

スッキリわかる
Java 入門 第2版

インプレス
中山清喬・国本大悟（著者）
658 ページ
価格：2,376 円（PDF）

Java

300ものイラストで楽しく・詳しく・スッキリとマスター!

体験型の本書でプログラミングの
第1歩を踏みだそう！

『やさしくはじめるiPhoneアプリ作りの教科書【Swift 3＆
Xcode 8.2対応】』は、iPhoneアプリを作ってみたい初心
者のための入門書です。プログラミングが初めての人、苦
手意識がある人でも楽しく学んでいけるよう、なるべくやさ
しく、イラストや図をたくさん使って解説しています。本書
では実際にサンプルアプリを作りながら学んでいきますが、
イラストによる解説で、一歩ずつ丁寧に、iPhoneアプリ作
りの基本と楽しさを学べます。

やさしくはじめる
iPhoneアプリ作りの
教科書【Swift 3＆Xcode 8.2 対応】 

マイナビ出版
森巧尚（著者）、 
まつむらまきお（イラスト）
312ページ　価格：3,002 円（PDF）

Swift
（iOS開発）

作成するサンプルアプリは

シンプルで、
意味を理解しながら作っていける

イラストによる解説で、プログラミングがはじめての人でも学べる

会話のやりとりの中にも、

開発現場でのヒントが

詰め込まれている
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プログラミング未経験でも
Androidアプリを開発 !
Android
開発

JavaScriptを網羅的に
取り上げた骨太の1冊
Java
Script

幅広いジャンルで活躍 !
C#がキホンから学べる本

C/C++

初歩から順に理解できる
PHPとデータベース

PHP

PHP5.4の基本から
MySQLとの連携まで!

PHP

初めてのウェブ開発も安心
Rubyの文法を基礎から解説

Ruby

イラストでよくわかる
Android アプリのつくり方

Android Studio 対応版

親しみやすいイラストや、ステップバイステップで
の丁寧な解説が基本コンセプト。開発環境
「Android Studio」に対応し、Android のプロ
グラムを作りながら、自然に Java というプログラ
ム言語の知識が身につきます。

インプレス
羽山博・めじろまち（著者）

価格：2,138 円（PDF）

JavaScript 逆引きハンドブック

JavaScript の逆引きリファレンスの決定版。
JavaScript の機能を網羅的に取り上げていて、骨
太の 1冊になっています。JavaScript の基本的な
処理や便利な Tips はもちろん、HTML5 の API
についても数多く掲載しています。

シーアンドアール研究所
古籏一浩（著者）

993 ページ　価格：3,694 円（PDF）

基礎からわかる C#

本書はプログラミングの経験がある人を対象とし
た、プログラミング言語「C#」の入門書です。C#の
概要から基本的な文法、特徴的な機能まで、わかり
やすく解説しています。C# 6.0 の新機能について
も解説しています。

シーアンドアール研究所
西村誠（著者）

168 ページ　価格：1,944 円（PDF）

いちばんやさしいPHPの教本
PHPとデータベースの基本を順番に学んで、実践
的なプログラムを完成させていく PHP の入門書
です。大事なポイントや勘違いしやすいポイントは
講師がフォロー。セミナーを受けている感覚で読み
進められます。

インプレス
柏岡秀男・池田友子（著者）

240 ページ　価格：1,836 円（PDF）

PHP+MySQLマスターブック
この一冊で PHPと MySQL の基本とWeb アプ
リケーションの構築法について学習できる実践的
なプログラミング入門です。現場必須のプログラム
構築法、API の活用法から、セキュリティ技術まで
詳しく解説します。

マイナビ出版
永田順伸（著者）

384 ページ　価格：2,916 円（PDF）

改訂 3 版
基礎 Ruby on Rails 

Ruby の文法やオブジェクト指向の考え方を初歩
から解説。アプリケーションのモックアップ作り、
データベースを導入し、ログイン・ログアウト機能
を加え、最終的にはメンバーや記事の管理ページ
までできあがります。

インプレス
黒田努・佐藤和人（著者）

536 ページ　価格：3,240 円（PDF）
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プログラミングの基本から
手取り足取りじっくり解説
コンテスト
・学習

必ずアルゴリズムの意味が
わかるようになる入門書！

はじめてプログラミングに
触れる前に読んでおこう
コンテスト
・学習

Go 言語の基礎から応用まで
ポイントがよくわかる

その他
言語

R 言語の機能を
目的から見つけ出せる!
その他
言語

プログラミングの初心者が
Python 3を学ぶのに最適

その他
言語

目指せプログラマー！ 
プログラミング超入門

本書は Windows 開発の標準ツールとも言える
「Visual Studio」を使い、C#というプログラミン
グ言語でプログラミングの基本を学びます。最終
的には、ちょっとしたアクションゲームが作れるく
らいになるのが目標です。

マイナビ出版
掌田津耶乃（著者）

312ページ　価格：2,074 円（PDF）

楽しく学ぶ
アルゴリズムとプログラミングの図鑑

図解とイラストを豊富に使ったアルゴリズムの入門
書。アルゴリズムとは『問題を解決するための考え
方』です。それが分かってきたら、8 種類のプログラ
ミング言語を使ったサンプルプログラムを実際に
試しましょう。

マイナビ出版　森巧尚（著者）、まつむらまきお（イラスト）
300 ページ　価格：2,689 円（PDF）

プログラミングの世界へようこそ

全くの初心者がプログラミングを勉強したいとき、
さまざまな疑問が湧いてきます。「どの言語を覚え
ればいい?」「文系でも大丈夫 ?」本書はプログラミ
ングに触れる前に知っておきたい基本をイラスト付
きで解説します。

マイナビ出版
尾川一行・中川聡（著者）

192ページ　価格：1,933 円（PDF）

改訂 2 版
基礎からわかる Go言語

Google が開発したプログラミング言語「Go」の
基礎から応用までをわかりやすく解説した 1 冊で
す。最新の Go 1.4 のバージョンに対応して改訂し
ました。Linux、Mac OS X、Windows の各環境
に対応しています。

シーアンドアール研究所　古川昇（著者）
240 ページ　価格：2,138 円（EPUB）

改訂 3版
R言語逆引きハンドブック 

本書では、最新バージョンのR 3.3.0 に対応し、R
言語の機能を目的から探すことができます。統計
が注目を集めるなか、Rを利用するユーザーも増え
ています。初心者でも使えるように、導入から丁寧
に解説しています。

シーアンドアール研究所
石田基広（著者）

800 ページ　価格：4,860 円（PDF）

基礎 Python 基礎シリーズ

プログラミングの初心者を対象にした Python 3
の入門書です。変数の取り扱いから、リスト、タプ
ルといったPython 固有のデータの操作、制御構
造や関数などについて、初心者でも基礎から学習
できるように説明しました。

インプレス
大津真（著者）

312ページ　価格：2,894 円（EPUB）
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